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県内のバス ・乗合タクシー ・鉄道 ・旅客船の事業者、 自治体、 大学 ・高専の方へ

主催：山口県（新たな地域交通モデル検討委員会）　後援：中国運輸局山口運輸支局

12.14    12.14    
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伊藤 昌毅　東京大学 生産技術研究所 特任講師
日本のバスデータ標準化の第一人者／標準的なバス情報フォーマットの仕様策定に参画、H28～H30年度
の国土交通省標準的なバス情報フォーマット利活用検討会の座長を務める。

高野 孝一　Sujiya Systems　代表
「その筋屋」開発者／30年以上のバス情報システム開発経験を活かした至高のダイヤ編成システム｢その筋
屋｣を開発。全国での事業者向け研修での講師経験も豊富。バスロケ、Google Mapsの仕様も熟知。

水野 羊平　永井運輸株式会社　バス事業部課長　バスデータサポート事業担当（群馬県）
小規模事業者向け「その筋屋」導入の第一人者／運行情報の配信やバスロケ試験導入の経験も豊富。中小
バス事業者のオープンデータ化を牽引。

諸星 賢治　株式会社トラフィックブレイン　交通データディレクター
GTFSデータ作成研修会の第一人者／ヴァル研究所でのデータ作成経験・指導経験を活かし、データ作成初
心者からバス事業者のベテランまでカバーする、データ作成の伝道師。

開 催 日

公共交通データ
利活用セミナー
公共交通データ
利活用セミナー

児玉 靖彰　延岡市企画部 地域・離島・交通政策課

やれることからやる精神／税金の徴収員が九州運輸局に出向。知識ゼロから、色んな人に助けられながら
データを作成。

遠藤 寛之　株式会社バイタルリード　総合計画部　計画課　課長補佐
データ作成から分析・研修企画までこなすGTFS界のリベロ／GTFSに携わり始めてから、わずか数か月で
データ作成からデータを活用した分析、研修企画までかかわるようになったオールラウンダー。

会　場

月
職場や家からでも参加できます

オンライン受講OK
（Zoom/Youtubeによる配信）

無料

山口県教育会館
第1研修室
山口市大手町２−１８

諸星 賢治　株式会社トラフィックブレイン　交通データディレクター

13：00　開会挨拶 伊藤　香緒利    山口県観光スポーツ文化部交通政策課長　

13：05　基調講演「全国で進むGTFSデータ整備と利活用」

「作ろうGTFS！」

13：40　データ作成のポイント解説　～基礎的な内容からシステム連携まで～

14：30　事例発表①「零細バス事業者が手がける自家製GTFS構築への取組み」

15：10　事例発表②「”陸の孤島”と呼ばれる自治体の職員がGTFSデータを整備した話

15：40　事業の進め方について

15：50　閉会挨拶

13:00
-16:00

2020.

～よくわからんけどやってみた～」

●一部の講演・発表は、Web中継またはビデオ出演で行い、会場の大型スクリーンでの視聴となります。プログラムは変更になることがあります。

動画出演

（国土交通省 九州運輸局 交通政策部 交通企画課 出向中）

みたくなる !!作って 使っ
て



●会場受講は、先着50名です。

●コロナウイルス感染拡大予防として、会場内でのマスク着用、

手指消毒、事前の検温などにご協力をお願いいたします。

お問い合わせ

株式会社バイタルリード（作って使ってみたくなる!!公共交通データ利活用セミナー事務局）

082-876-2809　（平日9:00-17:00） yamaguchi_gtfs@vitallead.co.jp

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a11300/seikatsu/gtfsseminar.html

申込フォームから （Googleフォームが開きます）

お申込み

手持ちのデータを
GTFS-JP等の形式※

でデータ化

１． 利用者に便利！ 旅行者、学生もWebで簡単検索、地図表示が可能に。英語表記も対応。
デマンド交通に対応した事例も紹介。

２． 業務の効率化に！ 各種データが一元化されデータ更新の手間も削減、ダイヤシステム等との連携も。

３． 新たなサービスに！ 話題のMaaSなど、新しい技術やサービスの基礎になる。

※標準的なバス情報フォーマット(GTFS-JP)及び標準的なフェリー・旅客船情報フォーマット

１ 2 3

経路 時刻 運賃

バス停・駅

標準的なバス情報フォーマット（GTFS-JP）とは

利用者はWebを通じて
情報を得られる

バス事業者と経路検索等の情報利用者との情報の受渡しのための共通フ
ォーマットです。国土交通省により2016年から標準化が進められてい
ます。公共交通データのデファクトスタンダートであるGTFSを元に作
られた、交通事業者と開発者の双方に優しいフォーマットです。

運行事業者・自治体など

オープンデータ化とは

なぜ、データ作成をおすすめするのか？

誰でも自由に使ってもらえるよう、作成したデータ
を一般に公開すること。幅広いサービスにデータが
利用されることに加え、利用者との連絡や契約が簡
易になる可能性があります。

利用者

提供

詳しくは
セミナーで
ご紹介します

オンライン受講を
ご希望の方へ

ZoomあるいはYoutubeに接続・視聴できるパソコン、タブレット等を
ご用意ください。URLは事前に送付します。
チャットを通じて講師への質問等ができますのでぜひご参加ください。

オンライン受講もお申込みが必要です。

12/7月
申込締切

Googleマップや
経路検索事業者に提供

予告
「標準的なバス情報フォーマット(GTFS-JP)」作成のための
ソフトウェア操作研修会を開催します。開催時期は、2021
年1月～２月、山口市内での開催を予定しています。

https://forms.gle/K2N3nWpDp4W5gJtj8
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a11300/seikatsu/gtfsseminar.html
mailto:yamaguchi_gtfs@vitallead.co.jp



